
出席者46名・欠席者11名・免除会員3名

麻田・藤井・後藤・池田・和泉享・松山・中西

中野昌・岡田・武中・山内光-会員

80.70%（2/9）

山内　孝茂

谷本　順三

稲田　達典

∵ 3月のプログラム

2 (№１)-クラブフォーラム

11 (№2)-善行表彰式

16 (№3)-地区研修・協議会報告

23 (№4)-客　話

30 (№5)-会員卓話

∵ 他RC例会変更

善通寺→4/5　夜間例会

∵ ニコニコＢＯＸ；

祝誕生月

　山内孝茂君　

祝結婚月

　曾川君　　有家君

よいことがありました

　秋山憲夫君　夏見君

なんとなく

　竹内君

お茶会が無事終わり

　眞鍋君

<ニコニコ会計累計/\358,000>

∵ がんばるBOX；

出席できなくて

　橘君

早退します

　眞鍋君

国際奉仕委員卓話を終えて

　福田君

<がんばる会計累積/￥223,000>
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■会長挨拶

先日2月25日に中津万象園「観潮楼」「母屋」修復完成記念のお茶会にご

招待いただきまして大熊会員、谷本幹事と共に美しい庭を眺めながら美味

しいお茶を頂きました。

また、28日にはトランプ大統領の施政方針演説でインフラ整備に1兆ドルを

投資するということで日本の株価も昨日、今日と大きく上がってきております。

現代アメリカ株式市場を描いた実録の本に「フラッシュ・ボーイズ」が有りま

す。今の株取引は秒単位ではなく「ミリ秒」単位を争っていると・・・、瞬きする

間に何度も繰り返される株式売買を「超高速取引」というようです。証券マン

たちは、お金を払ってもいいから自分の席を配線に近い所にしてほしいと訴

えるそうです。また光ファイバー回線が数メートル長いと文句を言う人もいる

ようです。コンピューターが瞬時の判断で儲ける業者がいる一方で、一般の

投資家が損をする。「超高速取引は、他の誰かから数セントでも多くかすめ

取ろうというやり方」と批判する声も上がっているようですが、逆に取引が活

性化して安定するという説もあるようです。目にもとまらぬ取引、めまぐるしく

変化する中に不公平が忍び込むことがないか危惧するところです。

■幹事報告

①善行表彰特別記念講演受講者75名+会員50名当日来場

ほぼ満席予定 満席時会員立ち見依頼

②例会終了後、理事会開催

■委員会報告

①川原親睦委員長より、3/11特別記念講演後の懇親会案内

■例会事業；クラブフォーラム；国際奉仕委員会 福田委員長

国際奉仕委員会の経験から、学んだことを発表させ

ていただきます。

アーチ・クランプさんが少しのお金を財源に、世界

で何かいいことをしようではないかということで始め

たのがロータリー財団です。ロータリーは国家という

概念がなく、地球は1つなのです。

国際委員会は、長期、短期の交換留学委員会と今

期より社会奉仕委員会が国際奉仕ファンド委員会と名前を変えた、3つがあ

ります。

長期交換留学生の歴史は1920年代にヨーロッパで始まったとされています。

日本では、1962年（昭和37年）久留米とオーストラリアの間で初めて行われま

した。当2670地区は昭和39年松山東クラブとアメリカのロックスベリークラブ

と学生交換したのが始まりです。

短期交換は今より38年前に2670地区で夏休みを利用して始まりました。今日

に至るまで両国合わせて1800名を超える学生の参加を得ました。

（裏へ続く）
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日本では短期留学交換制度は僅かに5地区でしか行われておらず、当2670地区

のように30人規模で40年近い歴史をもった交換は例がなく、世界的にも誇れる稀

有なプログラムです。

学生の交換制度は、国際親善、国際理解、善意と理解の民間大使として異文化

体験をすることで国際理解と世界平和に貢献できるような、若者を育てることを目

的としています。

今期の短期留学の受け入れは3週間でしたが、とても良い関係を作ることが出来

たと思います。この交換留学は、ホストファミリーの存在なしでは決して成立しない

プログラムであることは言うまでもありません。この場を借りてホストファミリーをして

頂いた大山会員、英語の堪能な藤井会員ありがとうございます。

最後になりましたが、書き損じはがきも集まり寄付することが出来ました。

ありがとうございます。


